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３．平成２６年度の研究の特筆すべき成果 

ステーションメンバーが、環境負荷削減に資するように、製品設計、ＳＣＭシステム、

ＣＯ２削減、回収システム、分解システム、リサイクルシステム、廃棄物削減、情報活

用等について研究し、その成果を公表した。ドイツ並びに米国の研究者との共同研究も

行った。 

 

４．平成２６年度の研究成果の公表実績 

  研究ステーションの研究会を、8月25日、10月16日、2015年 1月 21日に開催した。

10 月 16 日はドイツ・ベルリン工科大学 Dr.-Ing. Peter Stammnitz 先生を、1 月 21 日

は東京理科大学の石垣綾先生を迎えて実施した．また、研究ステーションのメンバーは

研究成果を学会等で発表した。 

 

５．外部資金の獲得状況 

研究ステーションのメンバーの多くは個別に科学研究費補助金を得て研究を行ってい

る。研究ステーションとしての学部資金は獲得できなかった。平成27年度は、外部資金

獲得に向けて一層努力する。 

 

６．今後の研究発展 

環境に配慮したモノづくりシステムとして、ライフサイクルと循環型生産物流システ

ムに着目し、環境調和型の製品ライフサイクルシステムについて研究を発展・継続する。 
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